数学科学習指導案
平成20年5月30日(金)　第4校時
場所　川口市立○○中学校　2年1組
実習生　　　　　　
指導者　　　　　　教諭
１．単元名　　「連立方程式」
２．単元について
（１）単元観
　　第1学年では正負の計算から始まり、さらには文字の導入がされ、（一元一次）方程式を学習してきた。さらに、第2学年では「式の計算」でそれぞれの文字に着目して、式をまとめる・計算すること、等式変形を学習してきた。
本単元では、2つ以上の文字を使ってきた「式の計算」の単元に引き続き、数量関係を2つの文字を用いて等式を表し、これを連立方程式として様々な問題を解いていく単元である。本単元の特徴としては、今まで学習してきた基本的なことを利用することになる。例えば、係数の絶対値に着目することによって、「加減法」を利用したり、「代入法」を利用し2つの文字のどちらか片方を消去し、一元一次方程式に帰着させることとなる。ここで、「式の計算」や「（一元一次）方程式」の知識を利用することとなる。したがって、何をどこで利用して計算をすることができるのか、どんな性質を利用したのかを理解し、形式的に計算できるようにする。
形式的な計算が理解できてからは応用へと進む。連立方程式を利用する文章問題を取り扱っていく。ここでは、生活上の身近な話題から文章問題を取り上げるようにする。身近な問題を取り上げることによって、生徒はわかりやすい思考で問題を解決できる。また、文章を読み取ることによって、連立方程式を作れることが目標になってくる。さらに、文章題と通じて、方程式を連立させることの意味とそのときの解の意味や求め方を理解することが大切である。
本単元を学習することによって、二元一次方程式を問題解決に活用することは、数学的処理のよさに触れるよい機会であり、学習や生活での場面で様々なことで関わりが出てくることであるので、とても重要な単元である。
（２）生徒観

男子16名、女子17名、計33名のクラスである。全体的に元気で明るく活気のあるクラスである。また、生徒どうしの仲もよい。授業になると、ほとんどの生徒は集中して取り組んでいるのだが、集中の切れた生徒が何人か出てくることがある。そのときは注意すると、また授業に参加するので、程よく声をかけることが大切である。

数学の意識調査としてアンケートを実施した。アンケート結果は次ページに記した。アンケート結果より、クラスの数学に対する興味はそれぞれ平均的であり、数学が好きな生徒もいれば、嫌いな生徒もいる。そして、数学が不得意な生徒が半数以上を占めている。しかし、数学に不得意な意識を持ちながらも、数学ができるようになりたいという生徒が半数以上を占める。このことは、数学が不得意ながらも勉強することによって、数学ができるようになりたいという意識の表れである。したがって、要点を整理しながら、生徒が内容を理解しているかをチェックする必要がある。生徒をサポートしながら授業を進め、理解することの喜びを味わわせたい。

アンケート結果（男子16名、女子16名、計32名 実施）
	Q1　あなたは数学が好きですか？
	好き
	どちらともいえない
	嫌い

	
	10名
	11名
	11名

	Q2　あなたは数学が得意ですか？
	得意
	どちらともいえない
	不得意

	
	8名
	4名
	20名

	Q3　あなたは数学ができるようになりたいですか？
	なりたい
	どちらともいえない
	なりたくない

	
	22名
	5名
	5名


３．単元の目標
①　二元一次方程式、連立方程式の意味とその解について理解できる。
②　連立方程式は一元一次方程式に帰着して解くことができる。
③　「加減法」、「代入法」をそれぞれ理解し、問題に対して「加減法」、「代入法」を使い分けて解くことができる。
④　文章問題を通じて連立方程式を立て、式を理解できる。また、解を導くことによって、その解の意味を理解できる。

４．指導計画（　3時間／　13時間）
　（１）連立方程式　　　　　　　　　　　　　　　7時間
①　連立方程式とその解　　　　　　　　　1時間
②　連立方程式の解き方　　　　　　　　　3時間　（本時　2時間／　3時間）
③　いろいろな連立方程式　　　　　　　　2時間
④　１節のまとめ　　　　　　　　　　　　1時間
　（２）連立方程式の利用　　　　　　　　　　　　5時間
①　連立方程式の利用　　　　　　　　　　3時間
②　２節のまとめ　　　　　　　　　　　　1時間
　（３）章末問題・まとめ等　　　　　　　　　　　1時間
５．本時の指導
（１）評価規準
①　与えられた連立方程式を見て、積極的に解こうとする。　（関心、意欲、態度）
②　連立方程式に着目することによって「どちらかの式を何倍かする」、「両方の式を何倍かする」ことが解かる。　　　　　　　　　　　　　　（見方、考え方）
③　連立方程式の「どちらかの式を何倍かする」、「両方の式を何倍かする」ことをどのような式の条件の下で利用されるか説明できる。　　　　　（表現・処理）
④　「どちらかの式を何倍かする」、「両方の式を何倍かする」ことを利用して、連立方程式を解くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
（２）展開
	過程
	学習内容
	指導上の留意点・支援
	評価
	時間

	導入
	○前回の内容（加減法）の確認。

○復習問題（プリント左上）を行う。
	○前回の授業で何を行ったのか確認する。
○1つの文字を消去すること、加減法を利用し確認する。

○復習問題は5分程度で行う。

○机間指導。できているかチェックし、つまずいている生徒には、解き方（ヒント）を言う。
○答え合わせは教師が行う。
	○しっかりと説明を聞いているか。

（関心、意欲、態度）
○積極的に問題を取り組んでいるか。

（関心、意欲、態度）

○前回の内容（加減法）が理解できているか。
（知識・理解）
○しっかり答え合わせをしているか。

（関心、意欲、態度）
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	展開1


	○どちらかの式を何倍かしてから、連立方程式を加減法で解く。

○問1（プリント左中）を行う。



	○生徒に積極的に挙手をさせ、問題を読ませる。
	○積極的に参加しているか。

（関心、意欲、態度）
	

	過程
	学習内容
	指導上の留意点・支援
	評価
	時間

	
	○どのようにして1つの文字を消去するか考える。
○係数をそろえたら文字が消去できるので、今までの方法を利用して解く。

○練習問題1（プリント左下）を行う。
	○そのまま式を足しても引いても、文字が消去できないことを確認する。
○①式を2倍とは、両辺を2倍すること。だから、しっかり両辺を2倍すること！と強調しておく。

○1をすることで、加減法が使えることを言う。

○2xがそろっているので、これは加法・減法のどちらを利用するのか確認する。
○教師が黒板で解きながら確認していく。そして、生徒に黒板と同じようになったか確認する。
○(1)を解く。→(1)の答え合わせ。（教師が確認）→(2)を解く。→(2)の答え合わせ。（生徒に解かせる。）

○机間指導。できているかチェックし、つまずいている生徒には、解き方をアドバイスする。

○答え合わせ。挙手をさせ、生徒に黒板で答えさせる。（挙手が出なければ、指名。）
	○しっかりと考えているか。

（関心、意欲、態度）

○分配法則が理解できているか。

（見方、考え方）

○「どちらかの式を何倍かする」ことの意味を答えることができる。

（表現・処理）

○加減法が利用できているか。
（知識・理解）
○積極的に問題を取り組んでいるか。

（関心、意欲、態度）
○積極的に問題を取り組んでいるか。

（関心、意欲、態度）

○「どちらかの式を何倍かする」ことが理解できているか。
（知識・理解）
○しっかり答え合わせをしているか。

（関心、意欲、態度）
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	過程
	学習内容
	指導上の留意点・支援
	評価
	時間

	展開2
	○両方の式を何倍かしてから、連立方程式を加減法で解く。

○問2（プリント右上）を行う。




○どのようにして1つの文字を消去するか考える。

○係数をそろえたら文字を消去できるので、今までの方法を利用して解く。
	○そのまま式を足しても引いても、どちらかの式を何倍かしても、文字が消去できないことを確認する。
○x、yのどちらかの係数をそろえたらよいか確認する。
○xの係数をそろえる。～xにすればよいのか考えさせる。
○教師が黒板で解きながら確認していく。そして、生徒に黒板と同じようになったか確認する。


	○「両方の式を何倍かする」ことの意味を答えることができる。

（表現・処理）


	

	過程
	学習内容
	指導上の留意点・支援
	評価
	時間

	
	○練習問題2（プリント右中）を行う。
	○(1)を解く。→(1)の答え合わせ。（教師が確認）→(2)を解く。→(2)の答え合わせ。（生徒に解かせる。）

○机間指導。できているかチェックし、つまずいている生徒には、解き方をアドバイスする。

○答え合わせ。挙手をさせ、生徒に黒板で答えさせる。（挙手が出なければ、指名。）
	○積極的に問題を取り組んでいるか。

（関心、意欲、態度）

○「両方の式を何倍かする」ことが理解できているか。
（知識・理解）
○しっかり答え合わせをしているか。

（関心、意欲、態度）
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	まとめ
	○本時の授業のまとめを行う。

○次回の授業の確認をする。
	○プリントにポイントをまとめとる。

○そのままの式で加減法が使えないときは、「どちらかの式を何倍かする」、「両方の式を何倍かする」ことで係数をそろえてから加減法で解くことを確認する。

○加減法ではない解き方（代入法）で連立方程式を解く学習することを予告する。
	○プリントにしっかりまとめているか。

（関心、意欲、態度）
○しっかりと確認をしているか。

（関心、意欲、態度）
	50


問1　次の連立方程式を解きなさい。


　　 x+2y=4　　…①


　　 2x+3y=5　 …②





連立方程式の解き方③








①×２　　　2x+4y=8


　　　　－）2x+3y=5


　　　　　　　　y=3　…③


 　③を①に代入して、


　　　　　　　x+6=4


　　　　　　　　 x=-2


　　　　　　  (x,y)=(-2,3)





問2　次の連立方程式を解きなさい。


　　 4x+7y=-2　 …①


　　 6x-5y=28　 …②





連立方程式の解き方４








①×3　  12x+21y=-6


②×2－）12x-10y=56


　　　　　　　31y=-62


　　　　　　　　y=-2　…③


 　③を①に代入して、


　　　　　　4x-14=-2


　　　　　　　  4x=12


　　　　　　　　x=3


　　　　　　  (x,y)=(3,-2)
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